
伊丹防火安全協会細則  
 

制定  平 成３１年 ４ 月１日  
改正  令 和  元年 ５ 月９日  
改正  令 和  ４年 ４ 月１日  

                     改 正  令和  ５ 年４月１日  
 

（目的）  
第１条  こ の細則は 、伊丹防火 安全協会 会則（以下「会則 」という。）第   

２７条に基 づき、伊 丹防火安全 協会（以下「本会」という 。）の運営及

び事業の執 行に必要 な事項を定 めるもの とする。  
（入会手続 等）  

第２条  会 則第６条 第１項の規 定による 入会の届出 は、様式 第１号によ

るものとす る。  
２  会則第 ７条の規 定による退 会の届出 は、様式第 ２号によ るものとす  

る。  
（会費）  

第３条  正 会員の負 担する会費 は、１口 あたり６， ０００円 とし、口数

については 、概ね次 の各号に該 当する基 準による額 とする。  
⑴  従業員 数による 口数  

従  業  員  数  口  数  
  １～   ５０人  １口以上  
 ５１～  １００人  ２口以上  
１０１～  ２００人  ３口以上  
２０１～  ３００人  ４口以上  
３０１～  ４５０人  ５口以上  
４５１～  ６００人  ６口以上  
６０１～  ７５０人  ７口以上  
７５１～  ９００人  ８口以上  

９００人以 上  ９口以上  
⑵  危険物 許可施設 数による口 数  

危険物許可 施設数  口  数  
 １～   ５施設  １口以上  
 ６～  １ ０施設  ２口以上  
１１～  ３ ０施設  ３口以上  
３１～  ５ ０施設  ４口以上  

５１施設以 上  ５口以上  



⑶  基準口 数は従業 員数による 口数と危 険物許可施 設数によ る口数の

合計とする 。ただし 、口数の上 限は２５ 口を限度と する。  
２  賛助会 員の負担 する会費は 、事業所 にあっては年額４， ０００円以

上、個人に あっては 年額２，０ ００円以 上とする。  
（会務の委 任）  

第４条  本 会に代表 者の代理人 を出席さ せるときは 、様式第 ３号の会務  

の委任状を 、会長に 提出しなけ ればなら ない。  
（委嘱）  

第５条  会 則第１３ 条第２項又 は第２１ 条第１項の 規定によ る委嘱は、

様式第４号 の委嘱状 の交付をも って行う ものとする 。  
（旅費）  

第６条  本 会の会員 、顧問、参 与又は職 員、若しく は本会が 依頼した者

の旅費は、 別表１の とおりとす る。  
（表彰）  

第７条  会 長は、本 会の事業目 的の達成に多大な功 労又は功 績があった  

会員、他の 模範とな る会員等に ついて、 必要な場合 これを表 彰するこ  

とができる ものとす る。  
２  表彰の 種類及び 基準は、次 の各号に 掲げるもの とする。  
  

表彰の種類  表彰の基準  

功労者表彰  本会の事業 推進に多 大な功労が あった者  

優良事業所 表彰  
防 火 対 象 物 の 防 火 管 理 の 推 進 に 顕 著 な 功 績 が

認められる 会員事業 所  

危険物管理 優良事業 所表彰  
危 険 物 の 保 安 の 確 保 に 顕 著 な 功 績 が 認 め ら れ

る会員事業 所  

優良防火管 理者表彰  防火管理業 務の遂行において功 績があっ た者  

優良危険物 取扱者表 彰  
会 員 事 業 所 に お い て 、 危 険 物 取 扱 業 務 の 遂 行

において功 績があっ た者  

３  被表彰 者の推薦 は、事務局 にて行う 。  
４  被表彰 者の選考 は、推薦さ れたもの の中から役 員会の審 議を経て会

長が決定す る。  
５  表彰は 、会長 が 表彰状およ び記念品 を授与して 、総会 の 場にて行う 。  

（謝金）  
第８条  会 長は、本 会が主催す る研修会 の講師等に 、必要に 応じて謝金  

を支払うこ とができ るものとす る。この 場合、謝金 の額はこ れを会長



に一任する 。  
（慶弔）  

第９条  会 長が必要 と認めた場 合には、 慶弔の意を 表するも のとする。  

この場合、 慶弔の方 法は、会長 にこれを 一任する。  
（経費の支 出）  

第１０条  本会の経 費の支出は 、様式第 ５号により、顧問（ 消防局長）

の専決とし 、執行す るものとす る。ただ し、１００ ，０００円未満の

額のものは 、事務局 長の専決に より執行 するものと する。  
（収入の報 告）  

第１１条  本会に収 入があった 場合は、 様式第６号 により、 事務局長専

決とし、決 裁するも のとする。  
 
  附  則  

（施行期日 ）  
１  この細 則は、平 成３１年４ 月１日か ら施行する 。  

（経過措置 ）  
２  伊丹防 火協会又 は伊丹危険 物安全協 会の会員で あったも のの会費の

額は、第３ 条の規定 にかかわら ず従前の 協会の会費 の額を選 択するこ

とができる 。  
３  伊丹防 火協会及 び伊丹危険 物安全協 会のいずれ にも入会していた会

員の会費の 額は、前 項の規定に かかわら ず、第３条 の規定に よるもの

とする。  
附  則  

この細則は 、令和元 年５月９日 から施行 する。  
附  則  

この細則は 、令和４年４月１日 から施行 する。  
  附  則  

この細則は 、令和５ 年４月１日 から施行 する。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別表１  
 

旅費等の額  
 
 本会の役 員、会員 、顧問、参 与又は職 員、若しく は本会が 依頼した者

の旅費の額 は、次表 のとおりと する。  
 

１  旅費  ⑴  列車を 利用する 場合  
 ア  列車 の運賃の 実費支払い とする。  
 イ  出発 駅から片 道１００ km 以上の 場所に出張 す

る場合は 、急行又 は 特急を利用 すること ができる

ものとする 。  
 ウ  早特・トクト ク切符等を 利用でき る場所に出 張

する場合は 、割引切 符の利用を 原則とす る。  
 
⑵  航空機 を利用す る場合  
 ア  会議 の開始時 間等の事情 で、航空 機による出 張   

が 必 要 な 場 合 に 利 用 す る こ と が で き る も の と す   

る。  
 イ  特割 切符等の 利用を原則 とする。  

２  宿泊費   宿泊を要 する出張 の場合は 、宿泊費（１ 泊上限１０ ，

０００円）を 支給す る。ただし、地 域的 、時期的諸事

情 に よ り 当 該 金 額 を 超 え る 場 合 は 、 こ の 限 り で は な

い。  
 



様式第１号 （第２条 関係）  
 

入   会   申   込   書  
 
伊丹防火安 全協会  様  
 

所在地  
事業所  
代表者  
職氏名                 

 
 伊丹防火 安全協会 の趣旨に賛 同して、 下記の年会 費を添え て入会を申

し込みます 。  
 

記  
 
１  会員の 種別  
 
    正 会員   ・   賛助 会員  
 
２  会費の 金額  
 
    年 会費          円（ ¥６，０００×  口数）  
          （ 従 業 員 ：      人 ・ 施 設 数 ：    施 設 ）  

 
 ※１ .正会 員は別紙 算定表によ る。  
 ※２ .賛助 会員は２ ，０００円 以上とす る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第２号 （第２条 第２項関係 ）  
 
 

退     会     届  
 
 

このたび都 合により 貴協会を退 会したい ので承認願 います。  
 
 
 
    年   月   日  
 
 
     所在地  
 
     事業所  
 
     代表者  
     職氏名                      
 
 
 
伊丹防火安 全協会  様



様式第３号 （第４条 関係）  
 
 

会  務  の  委  任  状  
 
 
伊丹防火安 全協会会 長  様  
 
 

所在地  
事業所  

 
代表者  
職氏名                   

 
 
 
 
貴協会の会 務の執行 について、 当事業所 の下記の者 に委任し ます。  
 
 

記  
 

事業所名  
 
  職   名  
 
  氏   名



様式第４号 （第５条 関係）  
 
 

委     嘱     状  
 
 
 
 
              様  
 
 
 
 
 
 本会の          と して委嘱 します。  
 
 
 
 
 
     年   月   日  
 
 
 
 
 
                 伊 丹防火安全 協会  
                 会 長            ㊞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第５号 （第１０ 条関係）  

支  出  命  令  書      年度  

会  長  顧 問 参 与 事務局長 担  当  命  令  年  月  日  

   
     年    月    日  

通  し  番  号  

支出科目   N O  支出金額  
¥             

円  

申  請  及  び  支  出  金  

申 請 金 額  ￥      －  

内  
 
 
 
 
 
訳  

 

 

 

 

 

 

 
 上記のとおり申請します  
      年   月   日  
 
             申  請  者               
   

 伊丹防火安全協会長  様  

 上記の金額を領収しました  
      年   月   日  
 
             受  領  者               
 
 
   伊丹防火安全協会長  様  

 



様式第６号 （第１１条関係）  

収  入  報  告  書      年度  

会  長  顧 問 参 与 事務局長 担  当  命  令  年  月  日  

   
     年    月    日  

通  し  番  号  

N O  収入金額  
¥             

円  

収  入   金  

金  額  ￥      －  

内  
 
 
 
 
 
訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 上記のとおり報告します  
      年   月   日  
 
             報  告  者            印  
   

伊丹防火安全協会長  様  
  

 


